【提案書類様式】
平成25年　　月　　日
文部科学省
研究振興局

数学イノベーションユニット長　殿
（記入例）
　　○○大学大学院○○学研究科○○専攻

　　専攻長　　○○　○○　　 eq \o\ac(○,印)
平成25年度　文部科学省　数学・数理科学と諸科学・産業との
連携研究ワークショップの開催に係る提案書類の提出について
　添付の表のとおり、平成25年度　文部科学省　数学・数理科学と諸科学・産業との連携研究ワークショップの開催に係る提案書類を提出いたします。

　　
平成25年度 文部科学省 数学・数理科学と諸科学・産業との連携研究ワークショップの開催に係る提案書類
	1.全体テーマ
	

	2.　キーワード

（※1）
	

	3.主催機関名
（※2）
	

	4.運営責任者
（オーガナイザー）
（※3）

	（フリガナ）
 氏　名
	

	
	所属機関
	

	
	部局・職
	

	
	連絡先

	住所：〒
電話番号：　　　　　　　　Fax番号：
E-mail:

	5.事務担当者
（※4）

	（フリガナ）
 氏　名
	

	
	所属機関
	

	
	部局・職
	

	
	連絡先

	住所：〒
電話番号：　　　　　　　　Fax番号：
E-mail:

	6.開催時期・
場所・プログラム

	開催時期
（※5）
	

	
	開催場所（※5）
	

	
	プログラム概要
（※6）

	＜記載例＞　　　　　　※【　】内は専門分野
1日目（○月○日（○））
基調講演　「○○○○について」

○○○○（○○大学○○学研究科）【○○理論】

講演
「○○○について」

○○○○（○○大学○○学研究科）【○○理論】

「○○○について」

○○○○（○○大学○○学研究科）【制御工学】

「○○○について」

○○○○（○○○（株）○○研究所）【情報通信】

2日目（○月○日（○））
基調講演　「○○○○について」

○○○○（○○大学○○学研究科）【○○○】

講演
「○○○について」

○○○○（○○大学○○学研究科）【○○○】

「○○○について」

○○○○（○○大学○○学研究科）【○○○】

パネルディスカッション　「○○○について」
その他主な討論参加者

○○○（○○大学○○学研究科）【○○○】
　○○○○（○○大学○○学研究科）【○○○】

	7.経費（※7）

	＜記載例＞
文部科学省の国内旅費支援を希望する参加者（原則1名とする）
○○○○（○○大学○○研究科教授）　
札幌―東京間往復　2泊3日　　○○千円
 

	8.具体的内容

	（1） 開催趣旨・問題意識（※8）


	（2）解決すべき課題（※9）


	（3）数学・数理科学的アプローチ（※10）



※1：ワークショップ等で取り扱う内容を分かりやすく表現するキーワード（5つ以上）を記載すること。

（例）「致死性不整脈の機序の解明：非線形ダイナミクスからのアプローチ」ワークショップ

致死性不整脈、心室細動、心筋の電気興奮現象、渦状波（spiral wave）、FitzHugh-Nagumoモデル、Aliev-Panfilovモデル、シミュレーション、スパイラル消滅
（例）「ネットワーク型知識に関する機械学習的アプローチ」ワークショップ

会話ネットワーク構造、ニューラルネットワーク、ブレインマシンインターフェイス、スパース表現、信号復元法、ベイズ推論法、機械学習的アプローチ、超大規模データ

※2：複数機関による主催も可。
※3：運営責任者を複数名とすることも可能とするが、その場合は、運営責任者のうち少なくとも１名が数学・数理科学分野の研究者であればよいものとする。また、文部科学省が連絡等を行う運営責任者1名を明示すること。
※4：国内旅費の支払等の事務処理に関し、文部科学省との窓口となる事務担当者を記載すること。
※5：提案時点において想定される開催時期・場所で可。
※6：提案時点において想定される講演者、発表者等の氏名・所属・専門分野、大まかな会議構成等で可。
※7：文部科学省の国内旅費支援を希望する参加者の氏名・所属、見積金額を記載すること。
※8：ワークショップ等を開催する趣旨・目的やその背景にある問題意識など（現状ではどこまで分かっていて、どこから先が分かっていないのか？　それを明らかにすることで何が期待できるのか？　等）について、図・表・グラフ類も活用して明確に記載すること。
※9：解決すべき課題（数学・数理科学的知見や手法の活用による解決を目指す課題や問題）について、具体的に記載すること。
※10：課題解決のために有効と考えられる数学・数理科学的アプローチや、期待される課題解決への道筋等について記載すること。
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